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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置は、記録媒体に記憶している該端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を
送信手段により表示制御端末装置に送信し、
　表示制御端末装置は、表示側制御手段により現在表示中の表示情報に関連する関連情報
の情報ＩＤを対応付けて管理しており、前記関連情報参照要求を受信手段により受信する
と、前記管理している情報ＩＤと前記関連情報参照要求に含まれている前記端末ＩＤとを
含む関連情報送信要求を、前記受信手段とは異なる通信手段により情報提供装置に送信し
、
　情報提供装置は、提供側情報管理手段により当該表示情報の前記関連情報と情報ＩＤを
用いて管理し、通信手段により前記関連情報送信要求を受信すると、前記提供側情報管理
手段により前記関連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤによって特定される前記関
連情報を、前記端末ＩＤと前記端末装置へのアクセス方法を記載した利用者データベース
を参照し、提供側制御手段で特定される前記端末装置へ通信手段を用いて送信し、
　前記端末装置は、前記送信手段とは異なる通信手段により前記関連情報を受信すること
を特徴とする情報提供方法。
【請求項２】
　端末装置は、記録媒体に記憶している該端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を
、送信手段により表示制御端末装置に送信し、
　前記表示制御端末装置は、表示側情報管理手段により、現在表示中の表示情報と、当該
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現在表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤとを対応付けて管理し、前記
関連情報参照要求を受信手段により受信すると、前記表示側情報管理手段で管理している
前記情報ＩＤと前記関連情報参照要求に含まれている前記端末ＩＤとを含む関連情報送信
要求を、前記受信手段とは異なる通信手段により情報提供装置へ送信し、
　前記情報提供装置は、提供側情報管理手段により、前記表示情報と当該表示情報の前記
関連情報とを情報ＩＤを用いて管理し、通信手段により前記関連情報送信要求を受信する
と、前記提供側情報管理手段により、関連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤに基
づいて前記関連情報を情報データベースから検索し、検索した前記関連情報を、前記端末
ＩＤと前記端末装置へのアクセス方法を記載した利用者データベースを参照し、提供側制
御手段で特定される前記端末装置へ、通信手段を用いて送信し、
　前記端末装置は、前記送信手段とは異なる通信手段により前記関連情報を受信すること
を特徴とする情報提供方法。
【請求項３】
　前記情報提供装置は、前記関連情報を前記端末装置に適する所定の形式に編集する情報
加工手段により加工した後、前記端末装置へ送信することを特徴とする請求項１または２
のいずれかに記載の情報提供方法。
【請求項４】
　前記情報提供装置は、情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが登
録された利用者データベースを参照して、前記受信した関連情報送信要求に含まれている
端末ＩＤが登録されているか否かを提供側制御手段で判定し、登録されている場合、前記
関連情報を送信することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の情報提供方
法。
【請求項５】
　前記情報提供装置は、情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが登
録された利用者データベースを参照して、前記受信した関連情報送信要求に含まれている
端末ＩＤが登録されているか否かを提供側制御手段で判定し、登録されていない場合、前
記端末装置に対し、情報提供サービスへの入会を促すメッセージを送信することを特徴と
する請求項１から３のいずれか１項に記載の情報提供方法。
【請求項６】
　前記表示制御端末装置の表示側情報管理手段に、前記表示制御端末装置の設置場所を特
定する情報を記憶しておき、前記関連情報送信要求に、前記表示制御端末装置の設置場所
を特定する情報が含まれていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の
情報提供方法。
【請求項７】
　設定装置は、制御手段により前記端末装置が接続されると検知し、接続が検知されると
通信手段により、前記情報提供装置に対して前記利用者データベースへの登録を行うため
の設定情報の送信を要求し、
　前記情報提供装置は、前記設定装置からの要求に応答して前記設定情報を通信手段によ
り送信し、
　前記設定装置は、通信手段により前記情報提供装置からの前記設定情報を受信すると、
前記端末装置に対し、前記設定情報に従って利用者の設定を行わせることを特徴とする請
求項４または５に記載の情報提供方法。
【請求項８】
　設定装置は、制御手段により前記端末装置が接続されると検知し、接続が検知されると
前記端末装置の記録媒体に格納されている操作履歴を読み出し、通信手段により前記情報
提供装置へ送信し、
　前記情報提供装置は、通信手段により前記操作履歴を受信し、当該操作履歴を前記利用
者データベースに登録することを特徴とする請求項４または５に記載の情報提供方法。
【請求項９】
　現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤを、表示側情報管
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理手段により管理し、端末装置から該端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を受信
手段により受信すると、前記表示側情報管理手段で管理している情報ＩＤと前記関連情報
参照要求に含まれている前記端末ＩＤとを含む関連情報送信要求を情報提供装置へ、前記
受信手段とは異なる通信手段により送信することを特徴とする表示制御端末装置。
【請求項１０】
　前記表示制御端末装置の表示側情報管理手段に、前記表示制御端末装置の設置場所を特
定する情報を記憶しておき、前記関連情報送信要求に、前記表示制御端末装置の設置場所
を特定する情報が含まれていることを特徴とする請求項９に記載の表示制御端末装置。
【請求項１１】
　提供側情報管理手段により、表示情報の関連情報と情報ＩＤを対応付けて管理し、通信
手段により表示制御端末装置から、前記表示制御端末装置が表示側情報管理手段で、現在
表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するために管理している情報ＩＤと、端末装
置から表示制御端末装置に送信された端末ＩＤとを含む関連情報送信要求を受信すると、
前記提供側情報管理手段により前記関連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤによっ
て特定される前記関連情報を、前記端末ＩＤと前記端末装置へのアクセス方法を記載した
利用者データベースを参照し、提供側制御手段で前記関連情報送信要求に含まれている前
記端末ＩＤによって特定される前記端末装置へ送信することを特徴とする情報提供装置。
【請求項１２】
　提供側情報管理手段により、表示情報と当該表示情報に関連する関連情報とを情報ＩＤ
を用いて管理し、前記表示情報と前記情報ＩＤとを前記表示制御端末装置へ通信手段によ
り送信することを特徴とする請求項１１に記載の情報提供装置。
【請求項１３】
　前記表示制御端末装置から、前記関連情報送信要求を通信手段により受信すると、前記
関連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤに基づいて前記関連情報を情報データベー
スから検索し、検索した前記関連情報を、前記端末ＩＤと前記端末装置へのアクセス方法
を記載した利用者データベースを参照し、提供側制御手段で前記関連情報送信要求に含ま
れている前記端末ＩＤによって特定される前記端末装置へ送信することを特徴とする請求
項１１または１２に記載の情報提供装置。
【請求項１４】
　前記関連情報を前記端末装置に適する所定の形式に編集する情報加工手段により加工し
た後、前記端末装置へ送信することを特徴とする請求項１１から１３のいずれか１項に記
載の情報提供装置。
【請求項１５】
　情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが登録された利用者データ
ベースを参照して、前記表示制御端末装置から通信手段により受信した関連情報送信要求
に含まれている端末ＩＤが登録されているか否かを提供側制御手段で判定し、登録されて
いる場合、前記関連情報を前記端末装置へ送信することを特徴とする請求項１１から１４
のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項１６】
　情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが登録された利用者データ
ベースを参照して、前記受信した関連情報送信要求に含まれている端末ＩＤが登録されて
いるか否かを提供側制御手段で判定し、登録されていない場合、前記端末装置に対し、情
報提供サービスへの入会を促すメッセージを送信することを特徴とする請求項１１から１
４のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項１７】
　前記関連情報送信要求に、前記表示制御端末装置の設置場所を特定する情報が含まれて
いる場合、前記設置場所である前記端末装置の発信場所を収集することを特徴とする請求
項１１から１６のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項１８】
　設定装置からの要求に応答して、前記情報提供装置に対して前記利用者データベースへ
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の登録を行うための設定情報を送信し、前記端末装置に対し、前記設定情報に従って利用
者の設定を行わせることを特徴とする請求項１５または１６に記載の情報提供装置。
【請求項１９】
　設定装置が送信する、前記端末装置内に格納されている操作履歴を通信手段により受信
し、当該操作履歴を前記利用者データベースに登録することを特徴とする請求項１５また
は１６に記載の情報提供装置。
【請求項２０】
　記録媒体に記憶している自己の端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を表示制御
端末装置へ送信する送信手段と、
　前記送信手段とは異なる通信手段であって、前記表示制御端末装置により管理される現
在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤにより特定される関連
情報を情報提供装置から受信する通信手段と、
を備えることを特徴とする端末装置。
【請求項２１】
　設定装置に接続すると、前記情報提供装置に対して前記利用者データベースへの登録を
促すメッセージを表示することを特徴とする請求項２０に記載の端末装置。
【請求項２２】
　設定装置に接続すると、記録媒体に格納されている操作履歴を、制御手段により設定装
置へ送信する請求項２０または２１に記載の端末装置。
【請求項２３】
　コンピュータを、
　現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤを管理する表示側
情報管理手段、
　端末装置から該端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を受信する受信手段、
　前記表示側情報管理手段で管理している情報ＩＤと前記関連情報参照要求に含まれてい
る前記端末ＩＤとを含む関連情報送信要求を情報提供装置へ送信する、前記受信手段とは
異なる通信手段、
　として機能させる表示制御端末装置用プログラムを記録した記録媒体。
【請求項２４】
　前記表示側情報管理手段は、前記表示制御端末装置の設置場所を特定する情報をさらに
記憶し、
　前記通信手段は、前記関連情報送信要求に、前記表示制御端末装置の設置場所を特定す
る情報をさらに含める
ことを特徴とする請求項２３に記載の表示制御端末装置用プログラムを記録した記録媒体
。
【請求項２５】
　コンピュータを、
　表示情報の関連情報と情報ＩＤとを対応付けて管理する提供側情報管理手段、
　表示制御端末装置における表示側情報管理手段で管理している現在表示中の表示情報に
関連する関連情報を特定する情報ＩＤと、端末装置から表示制御端末に送信された端末Ｉ
Ｄとを含む関連情報送信要求を受信する通信手段、
　前記端末ＩＤと前記端末装置へのアクセス方法を記載した利用者データベースを参照し
、前記関連情報送信要求に含まれている前記端末ＩＤによって特定される前記端末装置へ
前記提供側情報管理手段により前記関連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤによっ
て特定される前記関連情報を前記通信手段により送信させる提供側制御手段、
　として機能させる情報提供装置用プログラムを記録した記録媒体。
【請求項２６】
　前記提供側情報管理手段により、表示情報と当該表示情報に関連する関連情報とを情報
ＩＤを用いて管理させ、前記表示情報と前記情報ＩＤとを前記表示制御端末装置へ通信手
段により送信させることを特徴とする請求項２５に記載の情報提供装置用プログラムを記
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録した記録媒体。
【請求項２７】
　前記通信手段は、
　前記関連情報を前記端末装置に適する所定の形式に編集する情報加工手段により加工さ
せた後、前記端末装置へ送信する
ことを特徴とする請求項２６に記載の情報提供装置用プログラムを記録した記録媒体。
【請求項２８】
　前記提供側制御手段は、情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが
登録された利用者データベースを参照して、前記表示制御端末装置から通信手段により受
信した関連情報送信要求に含まれている端末ＩＤが登録されているか否かを判定し、登録
されている場合、前記関連情報を前記端末装置へ前記通信手段により送信させる
ことを特徴とする請求項２６または２７に記載の情報提供装置用プログラムを記録した記
録媒体。
【請求項２９】
　提供側制御手段は、情報提供サービスを利用可能な端末装置を特定する端末ＩＤが登録
された利用者データベースを参照して、前記受信した関連情報送信要求に含まれている端
末ＩＤが登録されているか否かを判定し、登録されていない場合、前記端末装置に対し、
情報提供サービスへの入会を促すメッセージを送信させることを特徴とする請求項２６ま
たは２７のいずれか１項に記載の情報提供装置用プログラムを記録した記録媒体。
【請求項３０】
　端末装置を、
　記録媒体に記憶している自己の端末装置の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を表示制御
端末へ送信する送信手段、
　前記送信手段とは異なるものであって、前記表示制御端末装置によって管理される現在
表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤにより特定される関連情
報を情報提供装置から受信する通信手段、
　として機能させるための端末装置用プログラムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示制御端末装置が備えている表示装置に表示されている情報と関連する関連
情報を、他の端末装置に提供する情報提供技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
端末装置へ情報を提供する情報提供システムとしては、従来から種々のものが提案されて
おり、表示制御端末装置に表示されている表示情報と関連する関連情報を他の端末装置に
提供する情報提供システムも従来から提案されている。
【０００３】
従来のこの種の情報提供システムとしては、例えば、特願２０００－１４２２９８に記載
されているものが知られている。ここに記載されているシステムは、広告パネル装置（表
示制御端末装置）に表示されている情報と関連する詳細情報を携帯端末装置（端末装置）
に提供するものであり、図１５に示すように、各店舗に設置された商店端末装置１－１～
１－ｎと、各商店毎の広告パネル装置２－１～２－ｎと、広告パネル制御装置３と、携帯
端末装置４と、ネットワーク５とから構成されている。尚、広告パネル装置２－１～２－
ｎは、駅前等に設置されるものである。
【０００４】
商店端末装置１－ｊ（１≦ｊ≦ｎ）は、広告パネル装置２－ｊに表示する表示情報（例え
ば、店内の様子を示す画像等）を広告パネル制御装置３に送信すると共に、広告パネル装
置２－ｊには表示しないが、利用者から要求があった場合に、利用者が所有している携帯
端末装置４に表示する詳細情報（例えば、店舗周辺の地図等の表示情報に関連する情報）
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を広告パネル制御装置３に送信する。
【０００５】
広告パネル制御装置３は、商店端末装置１－ｊから表示情報，詳細情報が送られてくると
、それらを広告パネル装置２－ｊの識別子ＩＤｊに対応付けて図示を省略した記憶装置に
登録する。その後、広告パネル制御装置３は、識別子ＩＤｊに対応付けて記憶装置に登録
されている表示情報を広告パネル装置２－ｊに送信する。
【０００６】
これにより、広告パネル装置２－ｊは、広告パネル制御装置３から送られてきた表示情報
に従った表示を行う。利用者は、広告パネル装置２－ｊの表示を見て、更に詳細な情報を
知りたくなった場合、自身が所有している携帯端末装置４から広告パネル装置２－ｊに対
して無線等により詳細情報参照要求を送出する。この詳細情報参照要求は、広告パネル装
置２－ｊを介して広告パネル制御装置３へ送られる。
【０００７】
広告パネル制御装置３は、広告パネル装置２－ｊから詳細情報参照要求が送られてくると
、識別子ＩＤｊに対応付けて記憶装置に登録されている詳細情報を広告パネル装置２－ｊ
へ送る。これにより、広告パネル装置２－ｊは、詳細情報を要求元の携帯端末４へ送出し
、携帯端末４は、送られてきた詳細情報を表示する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
特願２０００－１４２２９８に記載されている技術によれば、表示装置に表示されている
情報と関連する情報を端末装置に提供することはできる。しかし、この技術は、広告パネ
ル制御装置が備えている記憶装置に、広告パネル装置の識別子に対応付けて表示情報，詳
細情報を登録しておき、或る広告パネル装置を介して携帯端末装置から詳細情報参照要求
が送られてきた場合、上記或る広告パネル装置に対応する詳細情報を上記或る広告パネル
装置を介して携帯端末装置へ送信するようにしているだけであるので、端末装置に提供さ
れる詳細情報（関連情報）の内容が固定的に定まってしまうという問題がある。
【０００９】
そこで、本発明の目的は、端末装置に提供する関連情報を、表示制御端末装置に表示され
ている情報に応じて動的に変更できるようにすることにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の情報提供方法は、上記目的を達成するため、
　端末装置（図１の４００）は、記録媒体に記憶している該端末装置の端末ＩＤを含む関
連情報参照要求を送信手段（図１の４０３）により表示制御端末装置（図１の２００）に
送信し、
　表示制御端末装置（図１の２００）は、表示側制御手段（図１の２０１）により現在表
示中の表示情報に関連する関連情報の情報ＩＤを対応付けて管理しており、前記関連情報
参照要求を受信手段（図１の２０４）により受信すると、前記管理している情報ＩＤと前
記関連情報参照要求に含まれている前記端末ＩＤとを含む関連情報送信要求を、前記受信
手段（図１の２０４）とは異なる通信手段（図１の２０２）により情報提供装置（図１の
１００）に送信し、
　情報提供装置（図１の１００）は、提供側情報管理手段（図１の１０３）により当該表
示情報の前記関連情報と情報ＩＤを用いて管理し、通信手段（図１の１０２）により前記
関連情報送信要求を受信すると、前記提供側情報管理手段（図１の１０３）により前記関
連情報送信要求に含まれている前記情報ＩＤによって特定される前記関連情報を、前記端
末ＩＤと前記端末装置（図１の４００）へのアクセス方法を記載した利用者データベース
（図１の１０５）を参照し、提供側制御手段（図１の１０１）で特定される前記端末装置
（図１の４００）へ通信手段（図１の１０２）を用いて送信し、
　前記端末装置（図１の４００）は、前記送信手段（図１の４０３）とは異なる通信手段
（図１の４０２）により前記関連情報を受信することを特徴とする。
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【００１１】
この構成によれば、端末装置から関連情報参照要求が送られてきたとき、表示制御端末装
置が、現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤを情報提供装
置へ送り、情報提供装置が、上記情報ＩＤによって特定される関連情報を端末装置へ送信
するので、現在表示中の情報に関連する関連情報を端末装置へ提供することが可能になる
。
【００１６】
【発明の実施の形態】
次に本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
図１は、本発明に係る情報提供システムの第１の実施の形態の構成例を示すブロック図で
ある。図１に示される情報提供システムは、情報提供装置１００と、表示制御端末装置２
００と、端末装置４００と、各装置を接続するネットワーク３００とから構成される。
【００１８】
情報提供装置１００は、表示制御端末装置２００に表示させる表示情報に、それに関連す
る関連情報を特定するための情報ＩＤを付加して表示制御端末装置２００へ送信する機能
や、表示制御端末装置２００から情報ＩＤ及び端末ＩＤを含む関連情報送信要求が送られ
てきたとき、上記端末ＩＤによって特定される端末装置へ上記情報ＩＤによって特定され
る関連情報を送信する機能などを有する。
【００１９】
このような機能を有する情報提供装置１００は、提供側制御手段１０１と、通信手段１０
２と、提供側情報管理手段１０３と、情報データベース１０４と、利用者データベース１
０５と、記録媒体Ｋ１とから構成されている。
【００２０】
情報データベース１０４には、表示制御端末装置２００に表示させる複数の表示情報及び
各表示情報それぞれに対する関連情報が登録されている。
【００２１】
利用者データベース１０５には、本情報提供システムが提供する情報提供サービスを利用
可能な端末装置の端末ＩＤが登録されている。
【００２２】
通信手段１０２は、表示制御端末装置２００，端末装置４００と情報をやり取りする機能
を有する。
【００２３】
提供側情報管理手段１０３は、表示情報を特定するための情報（例えば、表示情報のファ
イル名）と、上記表示情報に関連する関連情報を特定するための情報（例えば関連情報の
ファイル名）と、両者を対応付ける情報ＩＤとを、例えば、対応テーブルを用いて管理す
る機能を有する。
【００２４】
提供側制御手段１０１は、表示情報に情報ＩＤを付加して表示制御端末装置２００へ送信
する機能や、表示制御端末装置２００から情報ＩＤ及び端末ＩＤを含む関連情報送信要求
が送られてきたとき、利用者データベース１０５の内容に基づいて上記端末ＩＤの端末装
置が情報提供サービスの利用登録を行っているか否かを判定する機能や、利用登録を行っ
ている端末装置であると判定した場合、提供側情報管理手段１０３が管理している内容に
基づいて、情報データベース１０４から上記情報ＩＤによって特定される関連情報を取り
出し、上記端末装置４００へ送信する機能などを有する。
【００２５】
記録媒体Ｋ１は、ディスク，半導体メモリ，その他の記録媒体であり、コンピュータによ
って構成される情報提供装置１００を情報提供システムの一部として機能させるためのプ
ログラムが記録されている。このプログラムは、情報提供装置１００によって読み取られ
、情報提供装置１００の動作を制御することにより、情報提供装置１００上に、提供側制
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御手段１０１，提供側情報管理手段１０３を実現する。
【００２６】
表示制御端末装置２００は、情報提供装置１００から送られてきた表示情報を表示装置２
０５に表示する機能や、現在表示中の表示情報と関連する関連情報を特定する情報ＩＤを
管理する機能や、端末装置４００から端末ＩＤを含む関連情報参照要求が送られてきたと
き、上記端末ＩＤと上記管理している情報ＩＤとを含む関連情報送信要求を情報提供装置
１００に送信する機能などを有する。
【００２７】
このような機能を有する表示制御端末装置２００は、表示側制御手段２０１と、通信手段
２０２と、表示側情報管理手段２０３と、受信手段２０４と、表示装置２０５と、記録媒
体Ｋ２とを備えている。
【００２８】
通信手段２０２は、情報提供装置１００との間で情報をやり取りする機能を有する。
【００２９】
受信手段２０４は、端末装置４００から送られてくる端末ＩＤを含んだ関連情報参照要求
を受信する機能を有する。
【００３０】
表示側制御手段２０１は、情報提供装置１００から送られてきた表示情報をレイアウトを
整えて表示装置２０５に表示する機能や、表示中の表示情報に付加されている情報ＩＤを
表示側情報管理手段２０３に渡す機能や、受信手段２０４が関連情報参照要求を受信した
とき、上記関連情報参照要求に含まれている端末ＩＤと表示側情報管理手段２０３が管理
している情報ＩＤとを含む関連情報送信要求を作成し情報提供装置１００へ送信する機能
などを有する。
【００３１】
表示側情報管理手段２０３は、表示側制御手段２０１から渡された情報ＩＤを、現在表示
中の表示情報に関連する関連情報を特定する情報ＩＤとして、現在表示中の表示情報に連
動して管理する機能を有する。
【００３２】
記録媒体Ｋ２は、ディスク，半導体メモリ，その他の記録媒体であり、コンピュータから
なる表示制御端末装置２００を情報提供システムの一部として機能させるためのプログラ
ムが記録されている。このプログラムは、表示制御端末装置２００によって読み取られ、
その動作を制御することで、表示制御端末装置２００上に、表示側制御手段２０１，表示
側情報管理手段２０３を実現する。
【００３３】
端末装置４００は、表示制御端末装置２００に対して端末ＩＤを含む関連情報参照要求を
送出する機能や、情報提供装置１００から送られてきた関連情報を表示する機能等を有す
る。
【００３４】
このような機能を有する端末装置４００は、制御手段４０１と、通信手段４０２と、送信
手段４０３と、記憶手段４０４と、ＬＣＤ等の表示装置４０５と、キーボード等の入力手
段４０６と、記録媒体Ｋ３とから構成されている。
【００３５】
通信手段４０２は、情報提供装置１００との間で情報をやり取りする機能を有する。
【００３６】
制御手段４０１は、利用者が入力手段４０６を用いて関連情報参照要求の送出を指示した
時、端末装置４００の端末ＩＤを含む関連情報参照要求を送信手段４０３を利用して表示
制御端末装置２００へ送信する機能や、情報提供装置１００から送られてきた関連情報を
記憶手段４０４に登録する機能や、情報提供装置１００から送られてきた関連情報を表示
装置４０５に表示する機能を有する。
【００３７】
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記録媒体Ｋ３は、ディスク，半導体メモリ，その他の記録媒体であり、端末装置４００を
情報提供システムの一部として機能させるためのプログラムが記録されている。このプロ
グラムは、コンピュータからなる端末装置４００によって読み取られ、その動作を制御す
ることで、端末装置４００上に制御手段４０１を実現する。
【００３８】
次に、図１、図２を参照して本実施の形態の動作について詳細に説明する。
【００３９】
情報提供装置１００内の提供側制御手段１０１が、情報データベース１０４から表示情報
を取り出し、その表示情報に関連する関連情報の情報ＩＤを提供側情報管理手段１０３か
ら取得する（図２のステップＡ０１）。その後、提供側制御手段１０１は、通信手段１０
２を使用して、表示情報と情報ＩＤとを表示制御端末装置２００に送信する（ステップＡ
０２）。
【００４０】
表示制御端末装置２００内の表示側制御手段２０１は、情報提供装置１００から送られて
きた表示情報を表示装置２０５に渡すと共に、その表示情報に付加されている情報ＩＤを
表示側情報管理手段２０３に渡す（ステップＡ０３，Ａ０４）。表示側情報管理手段２０
３は、情報ＩＤが渡されると、それを現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定す
る情報ＩＤとして管理し（ステップＡ０５）、表示装置２０５は、表示制御端末装置２０
０から渡された表示情報に従った表示を行う（ステップＡ０６）。
【００４１】
表示装置２０５の表示を見た利用者は、その表示情報に関連する関連情報を知りたい場合
、端末装置４００の入力手段４０６を操作し、関連情報の取得を指示する（ステップＡ０
７がＹＥＳ，Ａ０８）。これにより、制御手段４０１は、端末装置４００固有の端末ＩＤ
を含む関連情報参照要求を作成し、送信手段４０３を利用して表示制御端末装置２００に
送信する（ステップＡ０９）。
【００４２】
表示側制御手段２０１は、受信手段２０４を介して端末装置４００からの関連情報参照要
求を受信すると、それに含まれている端末ＩＤと、表示側情報管理手段２０３が管理して
いる情報ＩＤとを含む関連情報送信要求を作成し、通信手段２０２を用いて情報提供装置
１００へ送信する（ステップＡ１０，Ａ１１）。ここで、表示側情報管理手段２０３は、
表示側制御手段２０１から渡された現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定する
ための情報ＩＤを管理しているので、表示情報が時間と共に変化する場合に於いても、現
在表示中の表示情報に関連する関連情報の情報ＩＤを情報提供装置１００へ送信すること
ができる。
【００４３】
情報提供装置１００内の提供側制御手段１０１は、表示制御端末装置２００からの関連情
報送信要求を受信すると、それに含まれている端末ＩＤが利用者データベース１０５に登
録されているか否かを調べることにより、端末装置４００が情報提供サービスの利用登録
を行っている端末装置であるか否かを調べ、利用登録を行っている端末装置であると判断
した場合は、ステップＡ１３の処理を行い（ステップＡ１２）、利用登録を行っていない
端末装置であると判断した場合は、処理終了とする。
【００４４】
ステップＡ１３では、提供側制御手段１０１は、関連情報送信要求に含まれている情報Ｉ
Ｄによって特定される関連情報を情報データベース１０４から読み出すために必要になる
情報（例えば、関連情報のファイル名）を、提供側情報管理手段１０３から取得する。そ
の後、提供側制御手段１０１は、情報データベース１０４から関連情報を取り出し、それ
を関連情報送信要求に含まれている端末ＩＤの端末装置４００へ送信する（ステップＡ１
４）。
【００４５】
端末装置４００内の制御手段４０１は、通信手段４０２を介して情報提供装置１００から
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の関連情報を受信すると、それを表示装置４０５に表示すると共に、記憶手段４０４に格
納する（ステップＡ１５，Ａ１６）。
【００４６】
以上説明したように、本実施の形態によれば、端末装置４００から関連情報参照要求が送
られてきたとき、表示制御端末装置２００が情報提供装置１００へ、現在表示中の表示情
報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤを送り、情報提供装置１００が、上記情
報ＩＤによって特定される関連情報を端末装置４００へ送信するので、表示制御端末装置
に表示されている表示情報の変化に応じて、端末装置に提供する関連情報の内容を変更す
ることが可能になる。
【００４７】
次に、本発明の第２の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００４８】
図３は、本発明の２の実施の形態の構成例を示すブロック図であり、図１に示した第１の
実施の形態と異なる点は、情報提供装置１００の代わりに情報提供装置１００ａを備えた
点と、ネットワーク３００上の外部情報データベース５１０を備えた点と、記録媒体Ｋ１
の代わりに記録媒体Ｋ１ａを備えた点である。
【００４９】
本実施の形態の情報提供装置１００ａは、情報加工手段５０１が追加されている点、提供
側制御手段１０１の代わりに提供側制御手段１０１ａを備えている点、提供側情報管理手
段１０３の代わりに提供側情報管理手段１０３ａを備えている点が図１に示した情報提供
装置１００と相違している。
【００５０】
提供側情報管理手段１０３ａは、表示情報を特定するための情報（例えば、表示情報のフ
ァイル名）と、上記表示情報に関連する関連情報を特定するための情報（例えば情報デー
タベース１０４に格納されている関連情報のファイル名や、ネットワーク３００上を検索
したり、検索結果を加工するプログラムのプログラム識別子や、検索時に使用するキーワ
ード，ＵＲＬ等）と、両者を対応付ける情報ＩＤと、関連情報が情報データベース１０４
に格納されているか否かを示す情報を、例えば対応テーブルを用いて管理する機能を有す
る。
【００５１】
提供側制御手段１０１ａは、図１に示した提供側制御装置１０１が備えている機能に加え
、端末装置４００に提供する関連情報が情報データベース１０４に格納されていない場合
、情報加工手段５０１に関連情報を検索加工するために必要になる情報（プログラム識別
子，キーワード等）を渡す機能や、情報加工手段５０１から渡された関連情報を端末装置
４００へ送信する機能を有する。
【００５２】
情報加工手段５０１は、提供側制御手段１０１ａから渡された情報に従ってネットワーク
３００を検索し、Ｗｅｂサーバ等の外部情報データベース５１０から関連情報を取得する
機能や、取得した関連情報を所定の形式に編集して提供側制御手段１０１ａに渡す機能等
を有する。
【００５３】
記録媒体Ｋ１ａは、ディスク，半導体メモリ，その他の記録媒体であり、コンピュータか
らなる情報提供装置１００ａを情報提供システムの一部として機能させるためのプログラ
ムが記録されている。このプログラムは、情報提供装置１００ａによって読み取られ、そ
の動作を制御することで、情報提供装置１００ａ上に提供側制御手段１０１ａ，提供側情
報管理手段１０３ａ，情報加工手段５０１を実現する。
【００５４】
次に、本実施の形態の動作について詳細に説明する。
【００５５】
図４は本実施の形態の処理例を示す流れ図であり、ステップＡ０１～Ａ１２，Ａ１４～Ａ



(11) JP 4290870 B2 2009.7.8

10

20

30

40

50

１６の処理は、第１の実施の形態と同様であるので、ここではステップＡ１３の代わりに
行うステップＢ０１～Ｂ０４の処理を中心に説明を行う。
【００５６】
情報提供装置１００ａ内の提供側制御手段１０１ａは、通信手段１０２を介して表示制御
端末装置２００から、関連情報の情報ＩＤ及び端末装置４００の端末ＩＤを含む関連情報
送信要求を受信すると、利用者データベース１０５を利用して、端末装置４００が情報提
供サービスの利用登録を行っているか否かを調べ、利用登録を行っていると判断すると、
ステップＢ０１の処理を行う（ステップＡ１２）。尚、利用登録を行っていない場合は、
処理終了となる。
【００５７】
ステップＢ０１では、関連情報送信要求中の情報ＩＤによって特定される関連情報が、情
報データベース１０４内に存在するか否かを判断する。この判断は、提供側情報管理手段
１０３ａで管理されている情報に基づいて行う。
【００５８】
そして、関連情報が情報データベース１０４に格納されていると判断した場合は、情報デ
ータベース１０４から該当する関連情報を読み出し、関連情報送信要求中の端末ＩＤによ
って示される端末装置４００へ送信する（ステップＢ０４，Ａ１４）。
【００５９】
これに対して、関連情報が情報データベース１０４に格納されていないと判断した場合は
、提供側制御手段１０１ａは、提供側情報管理手段１０３ａから処理対象にしている情報
ＩＤに対応付けて登録されている、検索加工用のプログラムの識別子，キーワード，ＵＲ
Ｌ等を取り出し、情報加工手段５０１に渡す。これにより、情報加工手段５０１は、上記
プログラムを実行し、提供側制御手段１０１ａから渡されたキーワード，ＵＲＬ等に基づ
いてネットワーク３００を検索することにより、外部情報データベース５１０から関連情
報を取得する（ステップＢ０２）。その後、情報加工手段５０１は、上記プログラムに従
って、ステップＢ０２で検索した関連情報を所定の形式に編集し、編集後の関連情報を提
供側制御手段１０１ａに渡す（ステップＢ０３）。例えば、関連情報が或る商品の価格で
ある場合には、上記商品の商品名をキーワードにしてネットワーク３００を検索し、探し
出した複数の上記商品についての情報の中から価格，販売店の住所等を抽出し、それらを
一覧表の形式に編集した後、提供側制御手段１０１ａに渡す。これにより、提供側制御手
段１０１ａは、関連情報送信要求中の端末ＩＤの端末装置４００へ関連情報を送信する（
ステップＡ１４）。
【００６０】
このように、本実施の形態によれば、ネットワーク上のＷｅｂサーバ等の外部情報データ
ベース５１０に格納されている情報を、関連情報として端末装置４００の利用者に提供す
ることができるので、最新のニュースや、最新の商品の価格など、時々刻々変化する情報
も関連情報として端末装置４００の利用者に提供することが可能になる。
【００６１】
次に、本発明の第３の実施の形態について参照して詳細に説明する。
【００６２】
図５は、本発明の第３の実施の形態の構成例を示すブロック図であり、設定装置６００が
追加されている点、及び情報提供装置１００ａの代わりに情報提供装置１００ｂを備えて
いる点が、図３に示した第２の実施の形態と異なっている。
【００６３】
設定装置６００は、制御手段６０１と、通信手段６０２と、切替ボタン６０３とを備えて
いる。
【００６４】
通信手段６０２は、情報提供装置１００ｂとの間で情報をやり取りする機能を有している
。
【００６５】



(12) JP 4290870 B2 2009.7.8

10

20

30

40

50

切替ボタン６０３は、利用者の操作により、複数の状態をとることができる。
【００６６】
制御手段６０１は、切替ボタン６０３が第１の状態の時に、端末装置４００が接続された
場合、情報提供装置１００ｂに対して設定情報を要求する機能や、この要求に応答して情
報提供装置１００ｂから送られてきた設定情報を端末装置４００に渡す機能や、端末装置
４００内の制御手段４０１に対して設定情報を利用した処理を行わせる機能を有する。
【００６７】
また、制御手段６０１は、切替ボタン６０３が第２の状態の時に、端末装置４００が接続
された場合、端末装置４００内の制御手段４０１に対して、記憶手段４０４に格納されて
る情報の読み出しを指示する機能や、この指示に応答して制御手段４０１が記憶手段４０
４から読み出した情報を情報提供装置１００ｂへ送信する機能を有する。
【００６８】
情報提供装置１００ｂは、提供側制御手段１０１ａの代わりに提供側制御手段１０１ｂを
備えている点、及び記録媒体Ｋ１の代わりに記録媒体Ｋ１ｂを備えている点が、図３に示
した情報提供装置１００ａと相違している。
【００６９】
提供側制御手段１０１ｂは、提供側制御手段１０１ａが備えている機能に加え、設定装置
６００からの要求に応答して設定情報を設定装置６００へ送信する機能を有する。
【００７０】
記録媒体Ｋ１ｂは、ディスク，半導体メモリ，その他の記録媒体であり、コンピュータか
らなる情報提供装置１００ｂを情報提供システムの一部として機能させるためのプログラ
ムが記録されている。このプログラムは、情報提供装置１００ｂによって読み取られ、そ
の動作を制御することで、情報提供装置１００ｂ上に提供側制御手段１０１ｂ，提供側情
報管理手段１０３を実現する。
【００７１】
次に、本実施の形態の動作を図面を参照して詳細に説明する。尚、関連情報を端末装置４
００へ提供する際の処理は、第２の実施の形態と同様であるので、ここでは、設定装置６
００に関係する処理のみを説明する。
【００７２】
先ず、図６の流れ図を参照して、切替ボタン６０３が第１の状態の時に、端末装置４００
が接続された場合の動作について説明する。
【００７３】
設定装置６００内の制御手段６０１は、切替ボタン６０３が第１の状態の時に端末装置４
００が接続されると、情報提供装置１００ｂに対して設定情報を要求する（ステップＣ０
１，Ｃ０２）。これにより、情報提供装置１００ｂ内の提供側制御手段１０１ｂが、設定
情報（例えば、情報提供サービスの利用登録を行うＷｅｂページのＵＲＬ等）を設定装置
６００へ送信する（ステップＣ０３）。
【００７４】
設定装置６００内の制御手段６０１は、通信手段６０２を介して設定情報を受信すると、
端末装置４００の制御手段４０１にアクセスし、設定操作（動作内容）を指示すると共に
、設定情報を渡す（ステップＣ０４，Ｃ０５，Ｃ０６）。これにより、制御手段４０１は
、指示された設定操作及び渡された設定情報に従った処理を行う（ステップＣ０７）。例
えば、制御手段４０１に対してブラウザの起動を指示し、設定情報として渡したＵＲＬに
よって特定されるＷｅｂページから情報提供サービスの入会申し込み画面を取得させ、そ
れを表示装置４０５に表示させる等の処理を行わせる。
【００７５】
次に、図７を参照して切替ボタン６０３が第２の状態の時に、端末装置４００が接続され
た場合の動作を説明する。
【００７６】
制御手段６０１は、切替ボタン６０３が第２の状態の時に端末装置４００が接続されると
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、制御手段４０１に対して、記憶装置４０４に格納されている情報（例えば、情報提供サ
ービスの利用履歴）の読み出しを指示する（図７のステップＤ０１，Ｄ０２）。これによ
り、制御手段４０１は、記憶手段４０４に格納されている情報を読み出し、制御手段６０
１に渡す（ステップＤ０３，Ｄ０４）。制御手段６０１は、制御手段４０１から渡された
情報を、通信手段６０２を利用して情報提供装置１００ｂへ送信する（ステップＤ０５，
Ｄ０６）。情報提供装置１００は、その情報を受け取り、例えば、利用者データベース１
０５に登録する（ステップＤ０７）。
【００７７】
このように、本実施の形態によれば、端末装置４００を設定装置６００に接続するだけで
、端末装置４００に情報提供サービスの利用登録を行うＷｅｂページのＵＲＬ等の設定情
報を利用した処理を行わせたり、端末装置４００内の記憶手段４０４の記憶内容を情報提
供装置１００ｂへ送信することができるので、利用登録や、利用履歴の収集を容易に行う
ことが可能になる。
【００７８】
【実施例】
次に、本発明の第１の実施例を、図面を参照して説明する。かかる実施例は本発明の第１
の実施の形態に対応するものである。
【００７９】
図８は、本発明をカラオケシステムに適用し、広告配信サービスを行う例を示すシステム
概念図である。
【００８０】
本実施例は、情報提供装置８００と、カラオケ制御装置８１１，大画面ディスプレイ８１
２からなるカラオケ装置８１０と、携帯端末装置８２０と、インターネット７０１と、無
線公衆網へのゲートウェイ７０２とから構成されている。
【００８１】
情報提供装置８００は、その筐体内に、図１に示した提供側制御手段１０１，提供側情報
管理手段１０３を実現するための中央演算処理装置（ＣＰＵ）、通信手段１０２を実現す
るためのモデム、情報データベース１０４を実現するための磁気ディスク記憶装置が収容
されている。また、情報提供装置８００は、インターネット７０１に接続されている。
【００８２】
磁気ディスク記憶装置によって実現される情報データベース１０４には、大画面ディスプ
レイ８１２に表示する複数の表示広告と、各表示広告それぞれの関連情報（関連広告情報
）とが登録される。ここでの表示広告とは、大画面ディスプレイ８１２に表示する広告映
像／画像／音声／文字データである。また、関連広告情報とは、店の地図、セール品情報
等であり、形式は、テキストファイル、ＨＴＭＬファイル、画像や映像や音声ファイルの
他、ＷｅｂページのＵＲＬや実行プログラムでもよい。
【００８３】
ＣＰＵによって実現される提供側情報管理手段１０３は、大画面ディスプレイ８１２に表
示する表示広告と、携帯端末装置８２０に提供する関連広告情報とを情報ＩＤの役割を持
つ広告情報ＩＤで対応付ける。広告情報ＩＤとしては、情報提供装置８００で割り振った
“ＣＭ０００１”などアルファベットと数字から構成される文字列を使用することができ
る。関連付ける例を図９に示す。また、広告情報ＩＤとして関連広告情報のファイルを使
用することができる。このようにした場合は、図９中の関連広告情報のファイル名の項目
は不要になる。また、広告情報ＩＤとして関連広告情報の内容そのものを使用するように
しても良い。その時、情報提供装置８００で対応付ける例を図１０に示す。尚、図１０に
示すような対応付けを行った場合は、情報データベース１０４は不要になる。
【００８４】
カラオケ装置８１０は、図１の表示制御端末装置２００に対応するものである。カラオケ
装置８１０を構成するカラオケ制御装置８１１の筐体内には、図１に示した表示側制御手
段２０１，表示側情報管理手段２０３を実現するためのＣＰＵ、通信手段２０２を実現す
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るためのモデム、受信手段２０４を実現するための赤外線のレシーバが収容されている。
通信手段２０２は、情報提供装置８００と通信を行うためにインターネット７０１に接続
され、表示側制御手段２０１は、カラオケ映像や歌詞、表示広告を表示する大画面ディス
プレイ８１２に接続されている。尚、本実施例では、カラオケ制御装置８１１と情報提供
装置８００とをインターネット７０１で接続するようにしたが、公衆電話網やＩＳＤＮ等
で接続しても良い。また、情報提供装置８００とカラオケ制御装置８１１との通信は、衛
星放送、地上波放送を使用してもよい。
【００８５】
携帯端末装置８２０は、携帯電話，ＰＨＳ，通信機能を有する携帯端末等によって実現さ
れるものであり、図１に示した端末装置４００と対応するものである。携帯端末装置８２
０は、図１に示した制御手段４０１としてＣＰＵを、記憶手段４０４としてメモリを、表
示装置４０５としてディスプレイを、入力手段４０６として入力ボタンを、通信手段４０
２として無線公衆網へのモデムを、送信手段４０３として赤外線のトランシーバを有する
。以下、携帯端末装置８２０が１つの場合を説明するが、複数でもよい。
【００８６】
次に、本実施例の動作を説明する。
【００８７】
情報提供装置８００が、カラオケ制御装置８１１に表示広告ファイルと広告情報ＩＤをイ
ンターネット７０１を介して送信する。送信プロトコルはＴＣＰ／ＩＰなど、既存のもの
が使用可能である。
【００８８】
表示広告ファイルと広告情報ＩＤとをカラオケ制御装置８１１がインターネット７０１経
由で受信する。この受信プロトコルもＴＣＰ／ＩＰなど、既存のものが使用可能である。
カラオケ制御装置８１１が公衆電話網で接続されている場合は、公衆電話網からサービス
プロバイダを介してインターネット７０１に送信する。
【００８９】
そして、カラオケ制御装置８１１が、カラオケの映像と歌詞、表示広告を予め決められた
配置でレイアウトし、大画面ディスプレイ８１２に送る。同時に、カラオケ制御装置８１
１が、その内部のメモリに広告情報ＩＤを登録する。新しい表示広告を表示する際は、そ
の広告情報ＩＤに置換する。表示の配置と新しい表示広告を表示するタイミングは、カラ
オケ制御装置８１１で決められていても、情報提供装置８００が指定し、情報と共に送信
してもよい。大画面ディスプレイ８１２は、レイアウトされたカラオケの映像と歌詞、表
示広告を表示する。
【００９０】
携帯端末装置８２０を持っている利用者は、大画面ディスプレイ８１２の表示広告を見て
、その広告に関連する関連広告も参照したい場合は、関連広告参照時に行う予め定められ
ているボタン操作を行う。
【００９１】
携帯端末装置８２０は、所定のボタン操作が行われると、端末ＩＤとして携帯端末装置８
２０のメールアドレスを含んだ関連情報参照要求を赤外線のトランシーバなどの無線通信
を通じてカラオケ制御装置８１１に送信する。この送信プロトコルは一般にリモコンで使
用されているものが使用可能である。端末ＩＤは、電話番号やＩＰアドレスなど、携帯端
末装置を認識できる他のものでもよい。その場合、端末ＩＤが携帯端末装置８２０にアク
セスできるものでなければ、予め情報提供装置８００で、携帯端末装置８２０にアクセス
できるもの（例えば、メールアドレス、電話番号、ＩＰアドレス）と対応付けて登録して
おく。
【００９２】
メールアドレスを含んだ関連情報参照要求を赤外線のレシーバで受信したカラオケ制御装
置８１１は、その時記憶している広告情報ＩＤと上記メールアドレス（端末ＩＤ）とを含
んだ関連情報送信要求を、インターネット７０１を介して情報提供装置８００に送信する
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。赤外線の受信プロトコルは、一般にリモコンで使用されているものが使用可能である．
また、情報提供装置８００への送信プロトコルはＴＣＰ／ＩＰなど、既存のものを使用可
能である。
【００９３】
情報提供装置８００は、メールアドレス、広告情報ＩＤを含んだ関連情報送信要求を受信
すると、上記広告情報ＩＤに対応する関連広告情報を特定し、メールアドレス宛に関連広
告情報を電子メールでインターネット７０１を介して送信する。この電子メール中に、広
告のＷｅｂページのＵＲＬを含めても良い。この時の送受信も既存のプロトコルが使用可
能である。
【００９４】
途中、無線通信網へのゲートウェイ７０２経て、携帯端末装置８２０は、情報提供装置８
００からの電子メールを受信し、ディスプレイに表示する。また、この電子メールをメモ
リに残しておくことで、利用者がカラオケを終えて家に帰ってからでも関連広告情報を利
用することができる。無線通信網へのゲートウェイ７０２の働きや、広告ＵＲＬから広告
のＷｅｂページへのアクセスは、既存のＷｅｂ閲覧のできる携帯電話サービスのものが使
用可能である。
【００９５】
次に第２の実施例を説明する。かかる実施例は第１の実施の形態に対応するものである。
【００９６】
本実施例は第１の実施例と構成を同じとするが、情報提供装置８００の磁気ディスク記憶
装置上に、図１に示した利用者データベース１０５を実現し、更に、ＣＰＵに利用者管理
機能を持たせた点が異なる。利用者データベース１０５では、本発明の情報提供システム
によって提供される情報提供サービスへの利用登録を行った端末ＩＤ（例えば、メールア
ドレス）を記憶している。
【００９７】
次に、本実施例における動作を説明する。
【００９８】
情報提供装置８００は、メールアドレス及び広告情報ＩＤを含む関連情報送信要求を受信
すると、メールアドレス宛に関連広告情報を電子メールでインターネットを介して送信す
る。この時、利用者データベースを検索し、上記メールアドレスが格納されているか否か
を調べてもよい。その場合、利用者データベースに上記メールアドレスが見つかった場合
は利用登録を行っているとみなし、広告情報ＩＤに対応する関連広告情報を特定し、メー
ルアドレス宛に関連広告情報を電子メールでインターネットを介して送信する。これに対
して、メールアドレスを検索できない場合は、利用登録を行っていないとみなし、利用登
録を促すメッセージを含んだメールを携帯端末装置８２０へ送信する等の利用登録促進処
理を行う。また、この利用登録促進処理に於いて、利用者がメールアドレスを情報提供装
置へ通知することを許可し、送られてきたメールアドレスを利用者データベースに登録す
るようにしても良い。また、利用者データベースにメールアドレスと共に何の情報にアク
セスしたかを示す情報（例えば、広告情報ＩＤ或いは広告情報ＩＤと対応する広告情報）
をメールアドレス別（大抵は利用者別と等価）の履歴として記憶すれば、利用者の好みを
抽出し、利用者の興味にあった情報を提供したり、前回の操作に対応した情報を提供する
ことができ、ゲームなどを行うこともできる。また、上述した説明では、利用者データベ
ースに端末ＩＤとして携帯端末装置のメールアドレスを登録するようにしたが、端末ＩＤ
として情報提供装置の管理者が携帯端末装置に付与した登録番号を登録し、それに対応付
けて上記携帯端末装置のメールアドレスを登録するようにしても良い。そして、この場合
、携帯端末装置８２０は、端末ＩＤとして登録番号を含む関連情報参照要求をカラオケ装
置８１０へ送信し、カラオケ装置８１０は、上記登録番号と広告情報ＩＤとを含む関連情
報送信要求を情報提供装置８００へ送信する。情報提供装置８００は、カラオケ装置８１
０から登録番号及び広告情報ＩＤを含む関連情報送信要求が送られてくると、登録番号を
キーにして利用者データベースを検索し、上記登録番号が登録されているか否かを調べる
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。そして、登録されている場合は、それと対になっているメールアドレス宛へ関連広告情
報を電子メールで送信し、登録されていない場合は、処理を打ち切る。
【００９９】
次に第３の実施例を説明する。かかる実施例は本発明の第１の実施の形態に対応するもの
であり、情報提供装置が表示広告と関連広告情報とを関連付ける際、１つの表示広告に対
し、複数の関連広告情報を関連付けるようにしている。
【０１００】
本実施例における動作を、第１の実施例で用いた図８のカラオケシステムの概念図を用い
て説明する。
【０１０１】
情報提供装置８００は、１つの表示広告に対し、複数の関連広告情報を関連付ける為に、
１つの広告情報ＩＤに複数の関連広告情報を対応付け、各関連広告情報にコマンドを対応
付けている。その１例を図１１に示す。コマンドは携帯端末装置８２０の入力ボタン番号
やアルファベットや数字から構成される文字列などを対応付けることが可能である。カラ
オケ制御装置８１１に表示広告と広告情報ＩＤをインターネット７０１を介して送信する
。その際、各コマンド番号とそれに対応する関連広告情報のタイトルや見出しを表示する
データを表示広告に含ませる。
【０１０２】
カラオケ制御装置８１１が、表示広告と広告情報ＩＤとコマンドをインターネット７０１
経由で受信し、広告情報ＩＤとコマンドをメモリに格納する。新しい表示広告を表示する
際は、その広告情報ＩＤとコマンドに置換する。大画面ディスプレイ８１２は、カラオケ
の映像と歌詞と共に、表示広告（コマンドとそれに対応する関連広告情報のタイトルや見
出しを含む）を表示する。
【０１０３】
携帯端末装置８２０を持っている利用者が、大画面ディスプレイ８１２の表示広告（コマ
ンド番号とそれに対応する関連情報のタイトルや見出しを含む）を見て、興味のある関連
広告情報があれば、携帯端末８２０の入力ボタンでそれに対応するコマンドのボタンを押
す。ボタンが押されると、メールアドレスとコマンドとを含んだ関連情報参照要求が、赤
外線のトランシーバなどの無線通信を通じてカラオケ制御装置８１１へ送信される。
【０１０４】
メールアドレスとコマンドとを含んだ関連情報参照要求を赤外線のレシーバで受信したカ
ラオケ制御装置８１１は、その時記憶している広告情報ＩＤと、上記メールアドレス，コ
マンドとを含んだ関連情報送信要求をインターネット７０１を介して情報提供装置８００
に送信する。
【０１０５】
情報提供装置８００は、メールアドレス，コマンド及び広告情報ＩＤを含んだ関連情報送
信要求を受信し、広告情報ＩＤとコマンドに対応する関連広告情報を特定する。そして、
メールアドレス宛に関連広告情報を電子メールをインターネット７０１、無線公衆網への
ゲートウェイ７０２を経由して送信する
【０１０６】
次に第４の実施例を、第１の実施例で用いた図８のカラオケシステムの概念図を参照して
説明する。かかる実施例は、本発明の第１の実施の形態に対応するものであり、本発明の
情報提供システムの利用を許可した利用者に、情報提供装置８００の管理者が個人ＩＤを
付与し、この個人ＩＤを利用して、情報提供システムの利用制限や、履歴収集を行うもの
である。個人ＩＤは、“ABC012”のようなアルファベットと数字から構成される文字列な
ど、利用者識別に一般的に利用される仕組みをそのまま利用可能であり、詳細は省略する
。
【０１０７】
個人ＩＤを使用すると、携帯端末装置８２０が関連情報参照要求をカラオケ制御装置８１
１に送信する際に、個人ＩＤが携帯端末装置８２０のメモリになければカラオケ制御装置
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８１１にメールアドレスを送信できないように制御することができる。また、第２の実施
例において、情報提供装置８００の利用者データベースに個人ＩＤを記憶すると、携帯端
末装置８２０から関連情報参照要求と一緒に個人ＩＤをカラオケ制御装置８１１へ送信し
、カラオケ制御装置８１１で関連情報送信要求に広告情報ＩＤを加えて情報提供装置８０
０へ送信することにより、利用者が他の携帯端末装置から本発明の情報提供システムを利
用した場合でも、個人ＩＤ別（利用者別）に利用者の要求した情報の履歴を利用者データ
ベースに記憶することができる。
【０１０８】
次に第５の実施例を、第１の実施例で用いた図８のカラオケシステムの概念図を参照して
説明する。かかる実施例は本発明の第１の実施の形態に対応するものであり、カラオケ制
御装置８１０に固有のＩＤ（装置ＩＤと呼ぶ）を与え、それを利用する。本実施例では、
装置ＩＤとカラオケ装置８１０のある場所を対応させたテーブルを、情報提供装置８００
の情報管理手段が保持しておくことで、カラオケ装置８１０の存在する場所を特定するこ
とができる。装置ＩＤは“A00012”のようなアルファベットと数字から構成される文字列
などを利用することができる。
【０１０９】
本実施例における動作を説明する。予め、情報提供装置８００の情報管理手段で、装置Ｉ
Ｄとカラオケ制御装置８１１の存在する場所を対応させたテーブルを作成し保持しておく
。
【０１１０】
情報提供装置８００は、表示広告をカラオケ制御装置８１１に送信する場合、それに広告
情報ＩＤ，装置ＩＤを付加して送信する。カラオケ制御装置８１１は、情報提供装置８０
０から送信された広告情報ＩＤ，装置ＩＤをメモリに格納する。携帯端末装置８２０から
端末ＩＤ（メールアドレス）を含んだ関連情報参照要求が送られてくると、カラオケ制御
装置８１１は、上記メールアドレスと、メモリに格納されている広告情報ＩＤ，装置ＩＤ
とを含んだ関連情報送信要求を、インターネット７０１を介して情報提供装置８００に送
信する。
【０１１１】
情報提供装置８００は、メールアドレス，広告情報ＩＤ及び装置ＩＤを含んだ関連情報送
信要求を受信すると、広告情報ＩＤに対応する関連広告情報を特定すると共に、装置ＩＤ
に対応するカラオケ装置８１０のある場所、すなわち携帯端末装置８２０の存在する場所
であると同時に利用者のいる場所を特定することができる。情報提供装置８００でこの情
報を収集すると、どの場所からどの広告への情報要求が多いかなどを分析することができ
る。その結果、カラオケ装置の設置場所毎に、有効な広告（関連広告の参照要求が多い広
告）を流すことが可能になる。
【０１１２】
次に第６の実施例を、図面を参照して説明する。かかる実施例は第１の実施の形態に対応
するものである。
【０１１３】
図１２は本実施例のシステム概念図である。本実施例は第１の実施例と構成を同じとする
が、携帯端末装置８２０にカラオケ制御装置８１１への送信手段がない場合にも、情報提
供サービスを利用できるようにしたものである。
【０１１４】
この場合、送信手段の機能を有するアタッチメント１２００を携帯端末装置８２０とシリ
アルポートで接続して実現してもよい。また、入力手段の機能を有するアタッチメントも
携帯端末装置８２０とシリアルポートで接続して実現してもよい。動作はアタッチメント
１２００と携帯端末装置８２０を接続した後は、第１の実施例と同様なので省略する。
【０１１５】
次に第７の実施例を、図面を参照して説明する。かかる実施例は第２の実施の形態に対応
するものである。
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【０１１６】
図１３は本実施例のシステム概念図である。本実施例は、情報提供装置８００の代わりに
関連広告情報を検索加工する情報加工手段を有する情報提供装置１３００を備えた点が第
１の実施例と相違している。以下、情報提供装置１３００内に情報加工手段が設けられて
いる場合について説明するが、情報加工手段は情報提供装置１３００外のインターネット
上にあってもよい。
【０１１７】
本実施例の動作を、大画面ディスプレイ８１２にＤＶＤプレイヤーの広告，フラットテレ
ビの広告を表示し、携帯端末装置８２０に関連情報としてそれぞれの商品の価格を提供す
る場合を例に挙げて説明する。
【０１１８】
情報提供装置１３００内の提供側情報管理手段で、大画面ディスプレイ８１２に表示する
ＤＶＤプレイヤーの表示広告，フラットテレビの表示広告と、情報加工手段５０１に実行
させる検索加工用のプログラム，キーワード，ＵＲＬとを、情報ＩＤの役割を持つ価格検
索ＩＤで関連付け、保持しておく。
【０１１９】
情報提供装置１３００は、カラオケ制御装置８１１にＤＶＤプレイヤーの表示広告，フラ
ットテレビの表示広告と、それぞれに関連付けられた価格検索ＩＤをインターネット７０
１を介して送信する。送信プロトコルはＴＣＰ／ＩＰなど、既存のものが使用可能である
。
【０１２０】
ＤＶＤプレイヤーの表示広告，フラットテレビの表示広告と、それぞれに関連付けられた
価格検索ＩＤをカラオケ制御装置８１１が受信する。この受信プロトコルもＴＣＰ／ＩＰ
など、既存のものが使用可能である。カラオケ制御装置８１１が、カラオケの映像と歌詞
、ＤＶＤプレイヤーの表示広告を予め決められた配置でレイアウトし、大画面ディスプレ
イ８１２に表示する。配置はカラオケ制御装置８１１で決められていても、情報提供装置
１３００から送られる情報と共に指定されてもよい。
【０１２１】
同時に、表示広告に関連付けられた価格検索ＩＤをメモリに格納する。フラットテレビの
表示広告を表示する際は、フラットテレビの価格検索ＩＤに置換する。この表示広告デー
タの切替は、情報処理装置１３００がタイミング信号を送信しても、カラオケ制御装置８
１１が行ってもよい。
【０１２２】
大画面ディスプレイ８１２は、レイアウトされたカラオケの映像と歌詞、ＤＶＤプレイヤ
ーの広告を表示する。
【０１２３】
携帯端末装置８２０を持っている利用者が、大画面ディスプレイ８１２のＤＶＤプレイヤ
ーの広告を見て、興味があれば、携帯端末装置８２０の入力ボタンを操作する。
【０１２４】
入力ボタンが操作されると、携帯端末装置８２０は、携帯端末装置８２０のメールアドレ
スを端末ＩＤとして含んだ関連情報参照要求を、赤外線のトランシーバなどの無線通信を
通じてカラオケ制御装置８１１に送信する。この送信プロトコルは一般にリモコンで使用
されているものが使用可能である。端末ＩＤは、電話番号やＩＰアドレスなど、端末を特
定できる他のものでもよい。
【０１２５】
メールアドレスを含んだ関連情報参照要求を赤外線のレシーバで受信したカラオケ制御装
置８１１は、その時記憶しているＤＶＤプレイヤーの価格検索ＩＤと、上記メールアドレ
スとを含んだ関連情報送信要求を、インターネット７０１を介して情報提供装置１３００
に送信する。赤外線の受信プロトコルは、一般にリモコンで使用されているものが使用可
能である。また、情報提供装置１３００への送信プロトコルはＴＣＰ／ＩＰなど、既存の
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ものを使用可能である
【０１２６】
情報提供装置１３００は、メールアドレス及びＤＶＤプレイヤーの価格検索ＩＤを含んだ
関連情報送信要求を受信すると、価格検索ＩＤからＤＶＤプレイヤーの価格を検索すると
共に検索結果を加工するプログラムを特定し、キーワードと共に情報加工手段に送る。情
報加工手段は、ＤＶＤプレイヤーの価格を検索し検索結果を加工するプログラムを実行す
る。そして、その結果を電子メールでメールアドレス宛にインターネットを介して送信す
る。この時の送信も既存のものが使用可能である。途中、無線通信網へのゲートウェイ７
０２を経て、携帯端末装置８２０は、情報提供装置１３００からの電子メールを受信し、
ディスプレイに表示する。無線通信網へのゲートウェイ７０２の働きは、既存の電子メー
ルを受信できる携帯電話サービスのものが使用可能である。
【０１２７】
次に第８の実施例を、図面を参照して説明する。かかる実施例は第３の実施の形態に対応
するものである。
【０１２８】
図１４は本実施例のシステム概念図である。本実施例は、設定装置１４００を備えた点で
第１の実施例と異なる。設定装置１４００は、その筐体内に、図５に示した制御手段６０
１を実現するためのＣＰＵを備えている。
【０１２９】
本実施例において、端末端末装置１４１０が第１の実施例である「広告配信サービス」の
利用登録を行う動作について説明する。
【０１３０】
情報提供装置８００に広告配信サービスの利用登録を行うＷｅｂページを用意する。設定
装置１４００を携帯端末装置１４１０とシリアルポートにより接続する。
【０１３１】
設定装置１４００がインターネット７０１を経由して情報提供装置８００と接続し、情報
提供装置８００にある利用登録を行うＷｅｂページのＵＲＬを受信する。その後、携帯端
末装置１４１０内のＣＰＵにアクセスし、ＵＲＬを渡す。情報提供装置８００との接続は
、ＴＣＰ／ＩＰなど既存の通信プロトコルを使用することができる。また、設定装置１４
００による携帯端末装置１４１０のＣＰＵへのアクセスはシリアル通信で行うことができ
る。
【０１３２】
その後、設定装置１４００が、携帯端末装置１４１０のＷＷＷ閲覧の操作コマンドを制御
する。これにより、携帯端末装置１４１０が、設定装置１４００から渡されたＵＲＬによ
って示される、利用登録のＷｅｂページをアクセスする。ＷＷＷ閲覧の操作コマンドの制
御とは、利用者が携帯端末装置１４１０でＷＷＷ閲覧を行う際に操作するボタン列を携帯
端末装置１４０１のＣＰＵに送信することである。
【０１３３】
インターネット７０１を利用して利用登録のＷｅｂページに接続すると、利用登録ページ
が携帯端末装置１４１０のディスプレイに表示される。
【０１３４】
利用者は登録を行うならば、Ｗｅｂページ上の所定の位置にメールアドレスを入力して、
「ＯＫ」ボタンを選択する。
【０１３５】
これにより、端末装置１４１０は、情報提供装置８００にメールアドレスを送信する。送
信方法は既存のＷＷＷで使用されているプロトコルを使用することができる。
【０１３６】
情報提供装置８００は、メールアドレスを受け取ると磁気ディスク記憶装置上の利用者デ
ータベースに登録し、利用登録されたことを示す文章を携帯端末装置１４１０に電子メー
ルで送信する。
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【０１３７】
ここでは、送信手段を持つ携帯端末１４１０について説明したが、設定装置１４００を第
６の実施例の送信手段の機能を有するアタッチメントに接続して使用することも可能であ
る。また、設定装置１４００に携帯端末１４１０やアタッチメントの充電機能を付加して
もよい。
【０１３８】
【発明の効果】
第１の効果は、表示制御端末装置に表示されている表示情報の変化に応じて、端末装置に
提供する関連情報の内容を変更できるという点である。
【０１３９】
その理由は、端末装置から関連情報参照要求が送られてきたとき、表示制御端末装置が、
現在表示中の表示情報に関連する関連情報を特定するための情報ＩＤを情報提供装置へ送
り、情報提供装置が、上記情報ＩＤによって特定される関連情報を端末装置へ送信するか
らである。
【０１４０】
第２の効果は、情報提供装置内の情報データベースに予め容易しておいた情報だけでなく
、最新の株価，最新のニュースなど時々刻々変化する情報も、関連情報として端末装置へ
提供できるという点である。
【０１４１】
その理由は、Ｗｅｂサーバ等の外部情報データベースを検索することにより、関連情報を
取得する情報加工手段を備えているからである。
【０１４２】
第３の効果は、情報提供システムの利用登録を、ユーザが容易に行えるという点である。
【０１４３】
その理由は、端末装置が接続されることにより、情報提供サービスに利用登録を行うＷｅ
ｂページのＵＲＬを情報提供装置に要求し、情報提供装置から送られてきたＵＲＬを端末
装置に渡して、そのＵＲＬのＷｅｂページをアクセスさせる設定手段を備えているからで
ある。
【０１４４】
第４の効果は、表示制御装置の設置場所毎に、その場所に於いて興味が持たれている情報
（広告等）を流すことが可能になる。
【０１４５】
その理由は、表示制御端末装置から情報提供装置へ送信する関連情報送信要求に、情報Ｉ
Ｄ，端末ＩＤの他に表示制御端末装置の設置場所を示す情報を含ませるようにしているか
らである。つまり、各表示制御端末装置から送られてきた情報を収集し分析することによ
り、各設置場所毎にどのような情報に対して関連情報の参照要求が多いかを知ることが可
能になるので、表示制御端末装置の設置場所毎に、その場所に於いて興味が持たれている
情報を流すことが可能になる。
【０１４６】
第５の効果は、情報提供装置で、利用者毎の履歴を採った場合、利用者の好みなどを抽出
し、利用者の利用価値の高い情報を提供することもできる。また、前回の操作によって変
化する情報を提供することができる。
【０１４７】
その理由は、端末装置からの関連情報参照要求に、端末ＩＤが含まれており、個人別に履
歴を収集することができるためである。
【０１４８】
第６の効果は、端末装置に固有の識別子を表示制御端末装置に送る手段を送信装置をもた
ない携帯電話などの端末装置においても、関連情報を端末装置に取得できることである。
【０１４９】
その理由は、アッタチメントを備えているからである。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の処理例を示す流れ図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態の処理例を示す流れ図である。
【図５】本発明の第３の実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図６】本発明の第３の実施の形態の処理例を示す流れ図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態の処理例を示す流れ図である。
【図８】第１の実施例のシステム概念図である。
【図９】表示広告と関連広告情報を広告情報ＩＤで対応付ける例を示した図である。
【図１０】表示広告と関連広告情報を広告情報ＩＤで対応付ける他の例を示した図である
。
【図１１】第３の実施例における表示広告と複数の関連広告情報を広告情報ＩＤとコマン
ドで対応付ける例を示した図である。
【図１２】第６の実施例のシステム概念図である。
【図１３】第７の実施例のシステム概念図である。
【図１４】第８の実施例のシステム概念図である。
【図１５】従来の技術を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
１００…情報提供装置
１０１…提供側制御手段
１０２…通信手段
１０３…提供側情報管理手段
１０４…情報データベース
１０５…利用者データベース
Ｋ１…記録媒体
２００…表示制御端末装置
２０１…表示側制御手段
２０２…通信手段
２０３…表示側情報管理手段
２０４…受信手段
２０５…表示装置
Ｋ２…記録媒体
３００…インターネット
４００…端末装置
４０１…制御手段
４０２…通信手段
４０３…送信手段
４０４…記憶手段
４０５…表示装置
４０６…入力手段
Ｋ３…記録媒体
１００ａ…情報提供装置
１０１ａ…提供側制御手段
１０３ａ…提供側情報管理手段
５０１…情報加工手段
５１０…外部情報データベース
Ｋ１ａ…記録媒体
１００ｂ…情報提供装置
１０１ｂ…提供側制御手段
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６００…設定装置
６０１…制御手段
６０２…通信手段
６０３…切替ボタン
Ｋ１ｂ…記録媒体
７０１…インターネット
７０２…無線公衆網へのゲートウェイ
８００…情報提供装置
８１０…カラオケ装置
８１１…カラオケ制御装置
８１２…大画面ディスプレイ
８２０…携帯端末装置
１２００…アッタチメント
１３００…情報提供装置
１４００…設定装置
１４１０，１４２０，１４３０…携帯端末装置
１－１～１－ｎ…商店端末装置
２－１～２－ｎ…広告パネル装置
３…広告パネル制御装置
４…携帯端末装置
５…ネットワーク

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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